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篠山におけるゴミムシ類の季節的消長の観察例

奥谷禎一事・田中康司料・岸田剛二判事

(昭和46年 1月8日受理)

A Note on the Seasonal Fluctuations of Ground Beetles Sampled by Pitfall Traps 

a t . Sasayama 

Teiichi UKUTANI. Yasus:hi TANAKA and Goji KISHIDA. 

緒 言

歩行虫類は古くから害虫を捕食する溢虫として知られ，

その記録は多く，日本害虫ヌ激目録(安松ら，.1964)に

も6t:稲があげられている。しかし，それらに関する生態

的知見は乏しい。筆者等は1965，19俗の2ヶ年間にピッ

トホール法により，その季語指南長を調査した。その後，

生活史の探求によって得られた知見により樹すを試みた

ので，ここに報告する。なお，この員賢査をもとにして，

害虫や農薬と歩行虫との関係を調査する予定であった杭

大学の移転により中止のやむなきに到った。

同定には石田裕氏の，生態には黒問自義氏の助言を得

また田中和夫氏には同氏の調査資料の恵与にあず、かった。

気象のデータについては附属農場石田薫氏の援助を得た。

ここに記して，上記の諸氏に深く感謝する。

調査場所と方法

調査観察を行った場所は舟車県篠山町東浜谷の兵庫農

科大学の圃場の1隅である。なお，この圃場は同大学の

国立移管に伴い， 1969年3月末で勝賞された。

!，調査地の椀兄: 調静血の酪責は約150m2で，大
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第1図調査地概兄(1~5 はトラップの位置を示す)
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学問場(標高約2∞m)の南々西の1隅である。四方は
排水溝に囲まれた矩形の土地で，南に権王鳳臼(標高2印

m)に続き，ほかは圃場である。東は巾2mの農道に続

きヤナギ畑，西はスギ垣をはさみ畑地，北は6年生のモ

モ園 (2休)に接している0・第1図はその概念図である。

排水溝は雨後には水をたたえる拭乾燥期には水はなく，

歩行虫は自由に従来できる。この矩形地にはポプラ幼木

(1965年で植栽4年目)が約65本植えられ，下車は手入

れをしてない。下車にはヨモギ，シロツメクサ，イ，セ

リなどが大部分を占め，カモジグサ， ミゾソパ，ヒメジ

オンなどか宵姓していた。 19飴年には，これらの下草は

あった拭シロツメクサとイが優占種となった。

IT， トラップ:トラップは第2図に示したように，市
販のガラス製ハイトリピンを逆にして用いた。トラップ

には，全く遇然に落ち込むことを目的にしたので，特別の

誘引物を入れなかった。上は枯草等で覆うようにした於

まれには小鳥についばまれることもあった。

m，調査期間 :1965年には岸田が担当し 5月23日よ
り11月15日まで， 1966年は田中が姐当し4月1日より11

月末日まで調査を続けた。

N，調査方法:この矩形地に第l図に示したように，
トラップ5個を設置し，おおむね5日目ごとに見廻り，

トラップ内のすべての小量励を取出し，標本にしておい

て後日その数を調べた。向者表ではトラップに水のたまっ

ていることもあり，多数落込んだときは堀出して採集し

たこともある。なお， トラップの位置は両年とも同一個

所であるn

第 2図 トラップ(単位はcm)
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調査結果

5個のトラップで得られた個体数は第1表に示すよう

に，それぞれの位置により，多少の差は見られたが，そ

の位置による偏差は鮒見して，合計のみを考察の対称と

した。しかし，他の観察例では， トラップの近くにある

掛貢物に甚しく長簿されることがあった。

全体の調査結果は第2表1， 11に示すように1965年に

は1137頭.19侃年には948頭の歩行虫類を得た。他に，

各年ともに，ハネカクシ類品切C願，コオロギ類約100具

その他ヤステ類など科専られたカミ省略した。よの表よ

り第3図を作成した。

第1表各トラップの採集数(年間， 1965) 

トラップ 111m  N V 計
捕獲数 282 176 216 233 230 1137 

考察

第2表より，両年を通じて同じ種類でかなりの数カ守専

られているのは，アオゴミムシChl，αeniuspallipesより

オオゴモクムシOphonuscα:pitoまでの8種であるカミ

それ以下の種類は変化している。この原因は不明で、ある

杭われわれは圃場周辺の環寛の変化，調査地の植生の

変化の2つの要因と，採集により圃場から取除かれたた

めにおこる個体数の減少ではないかと想像した。たとえ

ば，ヤコンオサムシApotomopterusyαconinusは，1963

年・ 19併年の両年に，この調査地の南山麓に，誘引物を

入れたトラップをかけたカミ1頭も得られなかった。19>5

年末より1966年にかけて，調査弛より約300mはなれた

権現山中腹に「丹j皮荘Jという県営の感遺物構築のため，

かなりの醜責にわたり本種の生息地が破壊された。この

ため， 196昨には移動を余義なくされ， 32頭というかな

りの個体例専られたのではないかと想像している。ウス

アカゴモクムシOphonussinicus IJ'よびゴミムシ類Ani-

sodαctylus spp.が1966年lこJ敗減し，その他として，極

めて小数しか得られていないのは，楠蔓による個体数の

減少か，草生の変化による景怨かと考えられる。

両年を通じて概して春秋に個体数の多いことは田中，

(1962)の灯火誘殺の結果と一致する杭飛朔力の弱い

アオゴミムシChlα抑制 pallipesの活動が夏期も続くた

めに田中の結果ほど明瞭ではない。全体を通じて旬開平

均気温陀以上で活動をはじめ， l(jC以下で世終に入る

ことが明らかになった。

次に各種について考察を試みる。
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司アオゴミムシChlaeniuspallipes本種が最も普通な

種で，この調査地の優占種となっている。 19臼年には全

体の制勝， 1966年lこは絢0%を占める。表や図に雌雄

を分けなかったのは， 1966年の調査で合154，♀146が得

られ，性比が殆ど1に近いからであるo雌は4月初から

成実相Hを有し，ただちに産卵を開始する。卵は雌のつく

った泥壷中に産付され，この泥壷は普通地上1{}---7Onmの

所の草木の茎に附着される。シロツメクサ，イなどはこ

の泥壷の付着物として適していることと，この泥壷製作

用の土壌条件カち直していることとの2点で優占種となっ

ているものと考えられる。卵より成虫が羽化するまでの

期間は田中 (1956)の報告よりや、短く， 5月末より 6

月にかけての室内飼育では20-28日であった。野外での

日数は不明である杭室内飼育に比べ依温であり，また

餌にありつける機会も減じるので，このような短期間で

羽化するとは考えられない。しかし 1世代の期間が短い

ので，ほとんど年聞を通じ新成虫の羽化が行われる結果，

表・図に見られるように季節による増減が顕著に現われ

ないと考えられる。特に1965年の8月7-23日および、

1部6年7月下半月に山が現われているのは，ほとんどが

新成虫であることから，その年の第l世代の新成虫が短

期間に集中して羽化したものと思われた。

同コガシラアオゴミムシC.vαriicornisとオオアトボ
シゴミムシC.micans:いずれも前種とほほ洞じ生活を

していると思われるが後者の飼育は行っていない。コガ

シラアオゴミムシの飼育結果は，アオゴミムシとほとん

ど同様で，全生育期間は同じく約1ヶ月である。ただ，

泥壷の附着個所は，アオゴミムシよりず、っと低く，地表

面よりわずか5mrr以下の石上などを好む。このような性

質から、卵はアオゴミムシより湿度に景タ醤されることが

大で，高託宣地のように雨期に水がたまり車信明にはからか

らに乾いてしまうような所での繁殖は，かなり制限され

るものと思われ手。 1965年の調査で9月の激減は大雨に

よる障害と考えられ， 196&手には雨が少なかったので，

それ程畏簿がなかったのではないかと考えられる。オオ

アトボシゴミムシもほほ洞様の生活をしていると思われ

るが，採集による個体数の減少がかなり景縛しているよ

うである。しかし，約1ヶ月乃至1ヶ月判麦に個体数の

増加が見られることは，やはり事府間体の出現と関係があ

ると考えられる。

c)キアシヌレチゴミムシPαtrobusflαvipes:非常に

明らかな棋大の2山を示している。すなわち本種の活動

最盛期は気温14"(;-18"Cにあり23'むを超えると活動がほ

とんどみられなくなる。夏期室内で宮司育をすると，土中

に半円形の子U草をっくり，その中にかくれて地上に現わ

• 



1971 第9巻第 1・ 2号

第 2表 半月間の捕獲数の種別内訳

1. 1965年分

よ¥¥土1お//V 7/VI 21/羽 7/百22/咽 6/VI 
1 . Chlaenius pallipes 76 81 72 57 26 

2. Chl. variicornis 5 18 10 3 1 

3. Chl. micans O 2 2 26 10 

4 . Pat robus flavipes ω 30 l O O 
5. Pheropsophus jessonsis 3 14 l l 2 

6. Calathus halensis 。10 30 20 8 
7 . Lesticus magnus 6 l 4 1 2 

8. Ophonus capito O O 3 4 。
9. O. sinieus O 2 16 3 l 

10. Anisodactlllus sadoensis 11 12 22 3 O 

11. Aniso. punc tatipennis 9 6 5 4' 1 

12. Aniso. signatus 3 3 O l l 

13. そ の 他 7 2 7 6 4 

言十 188 181 173 129 56 

% 16.6 15.9 15.2 11.4 4.9 

n. 1966年分

よ¥〈JUN V Vl 
-圃・同綱剛-・聞開'咽園、

上下 上下 上下

1 . Chl. pallipe s O M 24 35 15 27 

2 . Ch 1. variicornis O O 3 1 3 7 

3 . Chl. micans O O 。O 1 O 
4 . Pat. flavipes O 6 54 51 22 1 

5 . Phe. jessoensis O 2 1 2 2 10 

6 . Cal. halens is O O 。。3 31 
7 . Les. magnus 。O 1 4 O 4 
8. Oph. capito O O 。O 1 1 
9 . Planetes puncticeps O 1 。O O 2 
10. Apotomopterus lIaco信制S O 6 3 4 O 2 

11.そ の 他 2 O 3 l 。1 
計 2 49 89 98 47 86 

% 0.2 5.2 9.4 10.4 5.1 9.1 

れることはない。しかし，夏眠とは異なり，気温の低下

する夜間には，子じ亘より出て捕食することが観察された。

野外でもおそらくこのように土中に潜んでいるものと思

われる於地表温度高く，積極的には活動しないものと

考えられる。実際に，夏期の野外観察では，石下や増員

物の下で得られる。また春期の雌を解剖してみた結果で

は，成要柑日を持つ個体がなかったことから，春は摂食だ

けの活動を行い，秋に繁殖のための活動を行っているも

のと考えられる。なお， 1966年の299頭の船出合:♀

=146:153であり，他の昆虫などに対する攻撃力は最も

大であった。

針 % 
23/珊8/IX 25/IX 15/X 5/XI 8/苅

97 6 10 19 O O 444 39.2 

2 1 。O O 。 40 3.5 
11 2 O 。O O 日 4.7 
O O 39 お 12 O 183 16.1 

13 。l 。O O 35 3.1 
15 8 12 3 O O 106 9.2 

6 2 O 。O O 22 1.9 
O 。2 4 5 O 18 1.6 
3 15 21 17 2 O 80 7.0 

1 O O O O O 49 4.3 

1 O O O 。。 26 2.3 
2 O O O O O 10 0.9 

5 9 4 5 22 。 71 6.2 
56 43 89 81 41 O 1137 100 

13.7 3.8 7.8 7.1 3.6 O 1∞ 

w 明 肱 X E 
言十 % 

上下 上下 上下 上下 上下

30 42 24 23 5 19 17 4 1 。3∞ 31. 7 
1 8 3 4 2 3 。1 O O 36 3.7 
3 7 4 2 14 13 2 1 O O 47 4.9 

O O O 2 l 131 14 12 4 1 299 31.6 

3 2 2 O 3 3 O O O 。30 3.2 
13 12 1 7 24 24 1 。O O 116 12.4 
4 2 1 1 1 O O O 。O 18 1.9 
O O O 。l 2 1 2 3 O 11 1.2 
O 4 3 2 l 6 5 。O 。24 2.5 
1 5 8 2 3 1 O O O 。35 3.6 
2 O 6 O 3 8 5 O 。32 3.3 
57 82 52 44 55 205 48 25 8 1 948 100 

6.1 8.7 5.5 4.6 5.7 21.4 5.1 2.6 0.8 0.1 1∞ 

めミイデラゴミムシPheropsophusjessoensis 前

種とや、似た活動型を示している杭夏の減少は前種ほ

どでなく，むしろアオゴミムシ的とも思われる。しかし，

牛輔の幼虫の食物であるケラの卵(黒{弘 1962)は5月

頃に産下されるので春か繁殖期となり，夏は多少活動が

鈍り，秋に越冬のエネルギーを貯えるため再び活動が盛

になるので、はないかと考えられる。

司セアカゴミムシCαlathushalensis :本種も，ほぽ

春秋2山型に近い活動を示しているカミキアシヌレチゴ

ミムシと同様に春のものには成実相Hがなく，秋のものに

のみ成要捌Hが見られることから，摂食期と繁殖期とが分

77 
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かれているものと思われる。黒佐(1950)によると，本

種は成虫越冬しないためか，全体として活説側が短いこ

とが目立つているD

f)オオゴモクムシOphonuscapito :得られた個僻史

料 Pいので，はっきりしたことは不明だ於新火活動型

かと思われる。

eォオゴミムシLesticusmagnus 本種も個体数少
し詳細は判らないが，アオゴミムシのように年間活動

するものではないかと思っている。両年を通じ6，7月

に少い半月成見われるのは，採集による個体主文減少と思

われる。

以上の他のものについては，明らかにし得なかったカミ

ゴミムシ類Anisodαctylusspp.は主に春活動し，フタ

ホシスジパネゴミムシPlanetespuncticepsは秋に活動

する型かと思わナ¥ヤコンオサムシApotomopterusyα-

coninusは年間を通じ活動するカミ夏に新成虫カ当見われ

るようである。

結局，ゴミムシ類の季長百消長は，それぞれの種の生活

史により左右されていると考えられ，大体3つの型に分

けることができる。

1，年間活重腿，繁殖期が定まっていないように見え，

活動は年聞を通じ行われ，何時もある程度トラップに

かかる。{列，アオゴミムシ，コガシラアオゴミムシ，

ヤコンオサムシ。

IT，都知舌動型，繁殖期が定まっていて，高温で活動が

鈍くなり，春と秋にのみトラップにかかる。例，キア

シヌレチゴミムシ，セアカヒラタゴミムシ，オオゴモ

クムシO

m，年1回活動型，春夏秋のいずれかの季節に 1回活動
期をもち，この時繁殖もする。春のみ多数得られたゴ

ミムシ類Anisod，αctylusspp. はこの型ではないかと

思われる。この場合には捕獲による個体数の減少の影

響も考えられるので，さらに生活史などの探求により

明らかにする必要がある。

摘 要

1965， 196&0 2ヶ年，篠山に於てピットホール法によ

りゴミムシ類の季節的中首長を調べた。そして，それを各

第3図，歩行虫類の季愉肖長，太線は19侃年，破線は

1965年上より，総計(~白星度は1~6年)，アオゴミムシ

(196昨分は頭数単位変更)，コガシラアオゴミムシ，ォ

オアトボシゴミムシ，キアシヌレチゴミムシ，セアカゴ

ミムシ，オオゴミムシ， ミイデラゴミムシ，オオゴモク

ムシ，フタホシスジパネゴミムシ，ヤコンオサムシ。

78 



1971 

種の生活史の面から考察した結果，繁殖期がほぼ一定の

季節にあるもの，相当長期にわたるもの，あるいは高温

の最婚を強くうけるものなどがあり，これらの諸性質が

集約された結果がそれぞれの種の消長として現われるも

のであることを明らかにした。
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Summary 

The seasonal fluctuations of some ground beetles were investigated in 1965 and 1966 at Sasayama 
basin in Hyogo prefecture by using pitfall traps. The results (Table 2 and Fig. 3) were discussed 

ftom biological point of veiw. The fol1owing three different types of the fluctuations were recognized 
1. They were continuously active from April to October. ーChlaeniuspallipes， C. vαriicornis and 
Apotomopterus yαconinus. 

11. Their activities were inhibited by the hot weather.甲 Pαtrobusflαvipes， Calαthus halensis and 
Ophonus cα:pito. 

皿.They were active at only a season of the year. -Anisodactylus spp. 
It was considered that the three types of the seasonal fluctuations of ground beetles mainly depen四
ded on the optimum tempel'ature for their activi ties and their breeding seasons. 
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